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【切手デザイン／信州 安曇野】 

北アルプスの山麓に広がるのどかな田園地帯「安曇野」は、臼井吉見の小説「安曇野」で描かれ、日本近代登 

山の父といわれるウォルター・ウエストンが愛した日本のふるさとです。そんな安曇野を市名にしている安曇野 

市が市制施行10周年を迎えることを記念したフレーム切手が完成しました。 

 



 

【切手デザイン／趣・上高地】 

上高地は長野県西部の飛騨山脈南部の梓川上流の景勝地で、中部山岳国立公園の一部ともなっており、国の文 

化財（特別名勝・特別天然記念物）に指定されています。年間150万人余りの観光客が訪れています。この上高 

地を題材としたフレーム切手が完成しました。 

 
 

 



 

【切手デザイン／上高地めぐり】 

 
 


